
地区 開設避難先

井田 下り場集落センター、ウミガメ公園
（３階）、井田小学校、上野農事集会所

鵜殿 役場本庁舎（3 階以上）、防災拠点施設
５階、まなびの郷、鵜殿小学校

神内 神内小学校

成川 成川防災備蓄倉庫、就業改善センター
（３階以上）、上地多目的集会施設

高岡 高岡防災センター
北檜杖 北檜杖多目的集会施設
浅里 飛雪の滝キャンプ場、川丈班消防車庫

大里
ふるさと資料館、田代体育館、中高年齢
者就業改善施設（小畑）、大里多目的集
会施設、相野谷中学校、津本防災センター

井内 相野谷小学校
平尾井 高齢者生産活動センター
桐原 桐原生活改善センター

表  巨大地震警戒が発表された際の避難所

◆
巨
大
地
震
警
戒

　

想
定
震
源
域
の
プ
レ
ー
ト
境

界
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０

以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
発
表
さ
れ
ま
す
。
発
表
さ
れ

た
場
合
に
は
、
次
の
揺
れ
に
備

え
て
家
庭
内
の
防
災
対
策
や
緊

急
時
の
安
否
確
認
方
法
な
ど
、

日
ご
ろ
の
備
え
を
再
確
認
す
る

ほ
か
、
後
発
地
震
の
発
生
時
、

津
波
到
達
ま
で
に
避
難
が
間
に

合
わ
な
い
地
域
の
方
は
事
前
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず

は
近
く
に
あ
る
安
全
な

場
所
で
身
を
守
る
行
動
を
最
優

先
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
大
き
な

揺
れ
を
感
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

い
き
な
り
外
に
飛
び
出
る
の
は

危
険
で
す
。

　

そ
の
後
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た

ら
あ
わ
て
ず
、
転
倒
・
落
下
し

た
家
具
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注

意
し
な
が
ら
ド
ア
や
窓
を
開
け
、

逃
げ
道
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

震
源
が
近
い
と
津
波
警
報
・

注
意
報
の
発
表
が
津
波
の
来
襲

に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、「
揺
れ
た
ら
避
難
」
を
心

が
け
、
こ
こ
な
ら
安
全
と
思
い

こ
ま
ず
、
よ
り
高
い
場
所
に
避

難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
避
難
す
る
際
は
、

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
徒
歩
で

避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

焦
ら
ず
行
動
す
る
の
は
難
し
い

も
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
族

と
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確

認
し
、
地
震
へ
の
備
え
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

「揺れを感じたらまずは身を守る行動を」

津波の発生・来襲
に備えて、安全な
場所に避難する

沿岸部で
ブロック塀や電柱
などがある場所か
ら離れる

屋外で
頭を保護して机の
下など、頑

がんじょう

丈な場
所に隠れる

屋内で ◆
巨
大
地
震
注
意

　

想
定
震
源
域
、
ま
た
は
周
辺
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
０
以
上
の

地
震
が
発
生
、
ま
た
は
揺
れ
を
感

じ
る
こ
と
が
な
い
、
プ
レ
ー
ト
境

界
面
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ず
れ
に

よ
る
地
殻
変
動
を
観
測
し
た
場
合

な
ど
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
通
常
よ
り
も
大
地
震
発
生
の
可

能
性
が
非
常
に
高
ま
っ
た
状
態
で

あ
る
た
め
、
巨
大
地
震
警
戒
と
同

様
に
日
ご
ろ
の
備
え
を
再
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

町
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
の
巨
大
地
震
警

戒
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
後

発
地
震
の
発
生
時
、
津
波
到

達
ま
で
に
避
難
が
間
に
合
わ

な
い
地
域
と
さ
れ
る
鵜
殿
全

域
、
井
田
地
区
（
茶
屋
地
、
馬

場
地
、
上
野
）、
高
岡
地
区
（
輪

中
堤
内
）、
成
川
地
区
（
飯
盛
）

に
避
難
指
示
を
発
令
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
地
域
の
方
は
安
全

が
確
保
さ
れ
た
親
戚
や
知
人
の

家
な
ど
に
避
難
す
る
か
、
左
の

表
の
避
難
所
を
臨
時
情
報
発
表

南海トラフ地震

南海地
震

東南海
地震

東海地
震

７
６強
６弱
５強

５弱
４
３以下

想定最大震度

南海トラ
フ

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

　
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
大
規
模
な
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
、
大
き
く
「
東
海
地
震
」

「
東
南
海
地
震
」「
南
海
地
震
」
な

ど
の
震
源
域
に
分
か
れ
、
お
よ
そ

1
0
0
～
１
５
０
年
間
隔
で
繰
り

返
し
発
生
し
て
お
り
、
東
南
海
地

震
お
よ
び
南
海
地
震
は
、
前
回
発

生
し
て
か
ら
約
80
年
、
東
海
地
震

に
お
い
て
は
、
約
１
７
０
年
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
南
海
ト
ラ
フ
全

域
で
大
規
模
地
震
の
切
迫
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
過
去
の

事
例
を
見
て
み
る
と
、
駿
河
湾

か
ら
四
国
沖
の
広
い
領
域
で
同

時
に
地
震
が
発
生
し
た
り
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
大

規
模
地
震
が
隣
接
す
る
領
域
で

時
間
差
を
お
い
て
発
生
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
間
差
は
、
32
時
間
後

や
２
年
後
と
い
っ
た
よ
う
に
幅

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す

る
可
能
性
が
通
常
と
比
べ
て
高

ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合
は

気
象
庁
か
ら
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
情
報
に
は
次
の
2
つ
が
あ

り
ま
す
。

臨
時
情
報
が
発
表

か
ら
警
戒
対
応
と
注
意
対
応
期

間
と
し
て
、
２
週
間
開
設
し
ま

す
の
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
す
る
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

町
防
災
メ
ー
ル
お
よ
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
町
地
域
防

災
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
震
が
発
生

町防災計画

発生年 南海地震 東南海地震 東海地震 規模
1605 慶長地震 M7.9

1707 宝永地震 M8.6

1854 安政東海地震 M8.4
安政南海地震 M8.4

1944 東南海地震 M7.9
1946 南海地震 M8.0

2023

１０２年後

１４７年後 ３２時間後

９０年後 ２年後

７７年経過

（参照）三重県防災ガイドブック

南海トラフ沿いで発生したマグニチュード(M)８クラスの地震

169 年経過次
号
に
続
く

 2023 - 5 4  2023 - ５5


